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県立高等学校再編整備 第２次実施計画（概要版） 

１ 計画の趣旨 

  この計画では、坂井地区（あわら市、坂井市）、若狭地区（小浜市、高浜町、おお

い町、旧上中町）における職業系専門学科を中心とした全日制県立高校の再編整備の

方向性について定める。 
 

２ 計画の期間 

 計画の期間は、平成２４年度から２６年度までの３年間とする。 
 

３ 計画の内容 

【坂井地区】 
 

◆ 再編整備方針 

・ 坂井農業高校、春江工業高校、金津高校商業科、三国高校家庭科を統合再編し、

総合産業高校を新たに設置。校地は、坂井農業高校とする。 

・ 金津高校、三国高校、丸岡高校については進学体制を強化。普通科の定員割合を

引き上げ。 

・ 春江工業高校の校舎・敷地等については、当面、春江工業高校の在校生や総合産

業高校の教育施設として活用。 

・ 総合産業高校を平成２６年４月を目途に開校。 
 

◆ 普通科系高校の特色 

・ 中高一貫教育の推進や特別進学コースの強化などにより難関校受験に対応。 

・ 金津高校に商業系大学への進学コースの設置を検討し、幅広い進学ニーズに対応。 

・ 三国、丸岡高校においても、地域の特色を生かした独自科目の設定を検討。 
 

◆ 総合産業高校の特色 

・ 商業科：簿記や商品流通、情報処理などの基礎的知識・技術を習得。専門学校等

との連携強化による専門的な商業教育の展開。 

・ 家庭科：暮らしに関する幅広い知識・技術を習得するとともに、デザイン・ファ

ッション等を学習し、服飾、インテリア、商品企画などの分野で活躍する人材を

育成。 

・ 工業科：機械、自動車、電気・情報の基礎的知識・技術を習得。地域の企業や研

究機関等と連携し、実践的で最先端の工業教育を展開。 

・ 農業科：地域の農家や研究機関等との連携による実践的、先進的な農業技術を習

得。地元農産物の加工から流通・販売までを総合的に学習し、経営感覚を醸成。 

・ 総合選択制の導入により、生徒の興味・関心に応じた多様な科目を提供し、進学

を含む幅広い進路ニーズに対応。 

・ 山室農場を学校農場と位置づけ、収穫から販売まで学科横断による実践教育を展

開。また、農業体験を通した人間形成や自然環境学習の場として、全生徒で活用。 
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＜再編整備後の新体制の姿＞ 

 

【現 行：平成２４年度】総定員数：８８８名 

№ 高校名 学科名 
１学年当たり

の学級数 

１学年当たり

の定員数 
備考 

普通科 ６ １９４  

経理科 １ ３６ １ 金津高校（266） 

情報処理科 １ ３６ 
商業科 

２ 丸岡高校（163） 普通科 ５ １６３  

普通科 ５ １９０  
３ 

三国高校 

（222） 家政科 １ ３２ 家庭科 

生産技術科 １ ３１ 

食品科 １ ３１ ４ 
坂井農業高校 

（93） 

環境システム科 １ ３１ 

農業科 

機械科 １ ３６ 

自動車科 １ ３６ 

電気科 １ ３６ 
５ 

春江工業高校 

（144） 

情報システム科 １ ３６ 

工業科 

 

 

【再編後：平成２６年度】総定員（見込）数：８７０名 

№ 高校名 学科名 
１学年当たり

の学級数 

１学年当たり

の定員数 
備考 

１ 金津高校（220） 普通科 ７ ２２０ 

２ 丸岡高校（170） 普通科 ５ １７０ 

３ 三国高校（200） 普通科 ６ ２００ 

 

ビジネス・生活 

デザイン科 
２ ７０ 

商業科 

家庭科 

機械・自動車科 ２ ７０ 

電気・情報科 ２ ７０ 

工業科 ４ 
総合産業高校（280） 

【校地：坂井農業高校】 

農業科学科 ２ ７０ 農業科 

※ 総合産業高校の学科名は全て仮称 

※ 再編後の総定員（見込）数は、地区の中学校卒業見込数から推計した数。 

※ 学級数、定員数については仮の数字。生徒の志望動向等によって、変更する。 
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【若狭地区】 

 

◆ 再編整備方針 

・ 小浜水産高校を若狭高校に統合、新たに「海洋科学科」（仮称）を設置。小浜水

産高校専攻科は廃止。 

・ 若狭東高校農業科、工業科と若狭高校商業科を統合再編、若狭東高校を母体とし

た総合産業高校を設置。 

・ 普通科系学科については、若狭東高校の普通科を廃止、若狭高校に集約。 

・ 小浜水産高校の敷地・校舎等については、引き続き水産教育に活用。 

・ 大型実習船については廃止することとし、今後のカリキュラム検討を踏まえ、他

機関等との共同運航などを検討。 

・ 総合産業高校、若狭高校海洋科学科（仮称）を、平成２５年４月を目途に開校・

開科。 

 

◆ 若狭高校の特色 

・ 平成２４年度から文理探究科を設置し、難関大学への進学対応を強化。 

・ 商業系大学への進学コース設置を検討し、より幅広い進路ニーズに対応。 

・ スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）を活用し、国際的に活躍する人材を

育成。 

・ 県立大学海洋生物資源学部と連携し、魅力的で質の高い海洋・水産教育を展開。

普通科教育を重視し、自然科学系大学への進学に対応。 

・ 地域の事業者等と連携して水産物の加工から販売まで実践教育を展開。海洋資源

や船舶に関する知識・技術の習得、資格取得を促進。 

 

◆ 総合産業高校の特色 

・ 商業科：簿記や商品流通、情報処理などの基礎知識・技術を習得。若狭の産業や

観光について深く学習し、地域に根差した商業教育を展開。 

・ 農業科 

「農業科学科」：地域の事業者や研究機関等との連携による、実践的、先進的な

農業技術の習得。若狭の特産物の加工から商品開発・販売まで総合的に学習し

経営感覚を醸成 

「生活科学科」：介護・保育などの幅広い知識・技術を習得。若狭の伝統的な食

文化の継承や創造を担う人材育成をめざし、食に関する幅広い教育を行う。 

・ 工業科：電気・機械分野における基礎的な知識・技術の習得、資格取得の促進、

地域の企業等と連携した実践的な教育を展開。 

・ 総合選択制の導入により、生徒の興味・関心に応じた多様な科目を提供し、進学

を含む幅広い進路ニーズに対応。 
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＜再編整備後の新体制の姿＞ 

 

【現 行：平成２４年度】総定員数：５６７名 

№ 高校名 学科名 
１学年当たり

の学級数 

１学年当たり

の定員数 
備考 

普通科 ５ １８１  

文理探究科 ２ ５０  

商業科 １ ３１ 
１ 若狭高校（293） 

情報処理科 １ ３１ 
商業科 

普通科 ２ ６０  

産業技術科 １ ３２ 

生活科学科 １ ３２ 
農業科 

電子機械科 １ ３０ 

２ 若狭東高校（184） 

電気科 １ ３０ 
工業科 

海洋科学科 １ ３０ 

食品工業科 １ ３０ ３ 小浜水産高校（90） 

水産経済科 １ ３０ 

水産科 

 

 

【再編後：平成２５年度】総定員（見込）数：５００名 

№ 高校名 学科名 
１学年当たり

の学級数 

１学年当たり

の定員数 
備考 

普通科 ６ ２２０  

文理探究科 ２ ５０  １ 若狭高校（320） 

海洋科学科 ２ ５０ 水産科 

ビジネス情報科 ２ ６０ 商業科 

農業科学科 １ ３０ 

生活科学科 １ ３０ 
農業科 ２ 

総合産業高校（180） 

【校地：若狭東高校】 

電気・機械科 ２ ６０ 工業科 

※ 若狭高校海洋科学科および総合産業高校の学科名は仮称 

※ 再編後の総定員（見込）数は、地区の中学校卒業見込数から推計した数。 

※ 学級数、定員数については仮の数字。生徒の志望動向等によって、変更する。 
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今後のスケジュール 

 

【新体制移行までの主なスケジュール（予定）】 

年度 坂井地区 若狭地区 

Ｈ２４ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ２５ 

 ・総合産業高校開校、若狭高校海洋科

学科（仮称）開科 

Ｈ２６ 

・総合産業高校開校  

※ 施設・設備の整備は、カリキュラムの内容や検討の進捗状況を踏まえ、計画

的に実施。 

 

・準備委員会設置 

・総合産業高校の学科、カリキュラム

等検討 

・施設・校舎の利用計画の検討 

・必要な施設・設備の整備の検討 

・教育目標の設定 

・学校案内等の作成 

・生徒、保護者、学校関係者等への

周知 

・施設・設備の整備、人員配置検討 

・新高校の校名等の検討 

・県立学校設置条例改正 

・生徒募集（推薦入学、一般入学者

選抜） 

・ 実習船のあり方の検討 

・ 施設・設備の整備、人員配置検討 

・ 新高校の校名等の検討 

・ 県立学校設置条例改正 

・ 生徒募集（推薦入学、一般入学者

選抜） 

・準備委員会設置 

・若狭高校、総合産業高校の学科、

カリキュラム等検討 

・施設・校舎の利用計画の検討 

・必要な施設・設備の整備の検討 

・教育目標の設定 

・学校案内等の作成 

・生徒、保護者、学校関係者等への

周知 


